
（ 計画 ・中間 ・最終　）

i
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j
達成
度

k
評価

i
達成
値

j
達成
度

k
評価

★★★

国語
2.0

算数
2.0

60

国語
２．３
算数
４．６

―

国語
115
算数
230

―

A

自分の命は自分
で守る児童の育
成

80

80

100

100

125

125

A

A

★★

礼儀正しく感謝の
心をもつ児童の
育成

80

90

81

81

101

90

A

B

★

基本的生活習慣
の確立

80 62 77 B

働
き
方
改
革

児童と向き合う時
間の確保

80

90

91

92

114

102

A

A

2.6 104 A

・「全国学力・学習状況調
査」において全国平均値と
の差

・標準学力調査全国平均
を上回る児童の割合

確
か
な
学
力

・考える場（タブレット端末等の
ICTの効果的活用，シンキング
ツールの活用等）の設定によ
り，学力向上を図る。

2.5

令和6年　9月　2日

令和　６　年度　　評価計画及び自己評価

和庄中学校区　校番15 学校名　呉市立長迫小学校　

a　学校教育目標
夢を持ち　自ら学ぶ

～つなげる・つながる～
ｂ　経営理念

ミッション・ビジョン

〈ミッション〉（学校の使命）
確かな力と社会性を身に付け，地域を愛し，未来を創造しようとする
児童・生徒の育成

〈ビジョン〉（将来の学校像）
９年間を通して，夢を持ち自ら学ぶ児童・生徒を育成することによ
り，児童生徒・保護者・地域から信頼される学校

c　中期経営目標を
踏まえた現状（進捗
状況）と今年度の重
点

現状（成果○と課題●）
○小中一貫教育の推進により，中学校区の共通経営理念に基づいた研究・教育活動が行われている。
○「和庄中学校区授業モデル」に基づいた教科等の本質に迫る「考える授業」づくりに向け，中学校区で組織的な授業改善を進めて
いる。
○和庄中学校区「自主的・主体的な行動ができる児童・生徒を育てるカリキュラムマップ」を作成し，地域との連携し，防災学習にお
いて課題発見・解決学習に取り組んでいる。
●目的や場面に応じて自分の考えを表現することが難しい。
●自主的・主体的に行動できる児童・生徒が少ない。（「自立」）
（今年度の重点）
①育成すべき資質・能力の重点を「思考力・主体性」とし，主体的・対話的で深い学びに向けた授業改善の推進。（問いを生かした
「考える授業づくり」）・・・ＩCTの効果的活用・思考ツールの活用・個別最適な学び
②防災教育の深化のために，地域の特色を生かしたカリキュラムマップの実践を行う。（家庭を巻き込んだ防災教育）
③和庄中学校区スピリットに基づく児童・生徒の育成を目指し，9年間を見通した組織的な生徒指導を行う。
④健康増進・体力の向上に向け，家庭連携による基本的生活習慣の定着を図る。〈早寝・早起き・朝ごはん・メディアコントロール）
〈小学校）

育成を目指す資質・能力 知識・技能　　　思考力・判断力・表現力　　　主体性・積極性

評価計画（中期経営目標を設定してから　１　・　２　・　３　年目） 自己評価

上半期 下半期

　学力の向上

重点
d 中期（３年間）

経営目標
e 短期（今年度）

経営目標
f　目標達成のための方策
（こんなことをして達成します）

g　 指標
（効果を見とる目安）

h
目標
値

主体的・対話的で
深い学びにつな
がる思考力・判断
力の育成

A

豊
か
な
心

和庄中学校区ス
ピリットに基づく児
童（生徒）の育成

・１人１授業を行い，授
業評価票2.5（和庄中学
校区目標値）

・総合的な学習の時間におい
て，他教科等と関連を図りなが
ら，カリキュラムマップに基づく
授業実践を行う。

・自分が住む地域に起こり
やすい災害について理解
している児童の割合
・「災害時に避難する場所
や避難の仕方について理
解している児童の割合

・「個を大切にした支援」を行う
時間を確保する。（スキルタイ
ム・NIEタイム・読書タイムの確
実な実施）
・AIドリルの効果的活用
・専門性に基づくチーム体制の
構築を図る。

・自分にはよいところが
あると思っている児童
の割合

・日々の業務の中で充
実感を得られていると
感じる教員の割合

教職員の主体性・積
極性が発揮できる教
育環境の整備

粘り強くやり抜く
児童の育成

・自分の担当場所を，黙って，
隅々まで時間一杯掃除する。

・縦割り掃除の振り返り
カード（掃除頑張り週
間）

健康促進・体力の
向上

体力・運動能力の
向上

・握力アップに向け，積極的なぞう
きんしぼりをする。

・外体育のときは50mを必ず1本走
る。

・体力テストで県平均を上
回る。

90 91 101

・時と場所を考えた挨拶ができ
る。（４年生以上の目礼）
・時と場に応じた言葉遣いがで
きる。（「はい」の返事，ふわふ
わ言葉，相手の名前を呼ぶ）

・挨拶週間による教職
員の見取り

・学期ごとの目標に応じ
た教師の見取り

健
や
か
な
体

・「元気っ子週間（早寝・早起き・
朝ごはん＋メディアコントロー
ル）を実施し，望ましい生活リズ
ムの定着を図る。

・早寝・早起き・朝ご飯
が実践できた児童の割
合

80

70

42

58

53

83

D

B

【k：評価】

Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００

Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

様式２－２

貫

貫

貫

貫

貫


